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＃本レポートは、人とくるまのテクノロジー展（名古屋）の
ONELINE のレポートです。
レポートは、第１部：加飾、第２部：自動車内外装、第３部：
その他（素材など）で構成しています。

＃今回は、第１部：加飾の報告です。
＃資料には、一部、他の情報源から得た図表を追加し、内容

を補完しています。
＃表中の＊は、名古屋版で追加したもの、＊は、オンラインで、横浜では

あったが、名古屋では展示がなかったことを示します。
＃図左上の、「名古屋追加」は、横浜での記載はなく、名古屋で名古屋で

追加記載したことを示します。

＃第２，３部は追って掲載いたします。
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加飾テクノリサーチ

第１部加飾レポート概要



本レポートは、人とくるまのテクノロジー展（名古屋ONELINE）の中の
加飾関連のみのレポートで、下記の内容となっています。

１．加飾関係展示概要 P４、５
２．加飾関連出展内容一覧表 P６、７

延べ２２会社の２６アイテム （他に２社）
３．各種表皮材および成形、成形品

１）加飾フィルム、ハードコートなど P８～１６
２）その他の表皮材 P１７～２２

４．原着材料による無塗装、塗装レス加飾 P２３～３４
５．型内塗装 P３５～３７
６．他の技術による加飾 P３８～４１
７．塗装代替工法の比較（参考資料） P４２～４５

加飾テクノリサーチ

第１部加飾のレポート内容
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１．自動車技術の展示会であるが、加飾関係の出展が延べ１４社あった。
（横浜では２２社で、８社減っている。
加飾関係最大の展示会コンバーテイング総合展は３３社）

２．展示内訳は、無塗装・塗装レス関係：６社、フィルム加飾関係：３社、
他表皮材：２社、成形技術等による加飾：３社、型内塗装：０社。

３． 下表に示すように、コンバーテイング総合展の展示内訳とかなり異なり、
無塗装・塗装レス関係（６社）、成形技術による加飾（３社）、フィルム以外
の他表皮材（２社）などが特徴。

４．オンライン展示関係の資料が、統一されており、見やすく、取り込みも容易。

加飾テクノリサーチ

加飾関係展示（第１部）概要ー１
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コンバーテイング総合展との比較
展示会

（出展社内訳） 全出展社 加飾ﾌｨﾙﾑ 他表皮材 　印刷 無塗装、 成形に 型内 その他
（延べ） 　関係 塗装レス よる加飾 　塗装

人とくるまテクノロジー展2022（横浜） 24 7 3 0 8 3 1 2
人とくるまテクノロジー展2022（名古屋） 14 3 2 0 6 3 0 0
コンバーテイング総合展2022 33 16 0 5 0 0 0 12

加飾関係出展社



５．フィルム関係では、大日本印刷が、外装用加飾ラッピングフィルム、内装用加飾
フィルム、その他３種、その他、帝人、三菱ケミカル（ユポ）の展示があったが、
塗装代替外装（外板）フィルムは確認できなかった。

６．その他の表皮材として、日本プラストのソフト表皮、三菱ケミカルの植物由来PU
が示された。

７． ６社が、自社が得意とする樹脂を高品質化して、無塗装、塗装レスが可能な
原着材料を示した。詳細データーは不明であるが、三菱ケミカルのバイオPC
などが、塗装代替外装（外板）への展開の可能性があると期待される。

８．その他、多層成形＋照明、ダイレクトプレーテイング、加飾技術（試作）が各１件。

９．横浜では、コベストロジャパンが、 DCDS(Direct Coating Direct Skinning）の名
称で、KraussMaffei と同様な金型内塗装を発表していたが、名古屋では、展示
がなかった。

１０．上記の通り、塗装代替外装（外板）用成形フィルムの展示がなく、一方で多く
の無塗装原着材料が示され、１件のラッピングフィルムが示された。また、塗装
そのものの改良が進められており、今後、外装（外板）の塗装代替が進むのか、
その場合、何が中心になるのか、大いに興味がある。
参考資料ー３（Ｐ５９）の塗装代替工法の比較については、今後も見直していき
たい。

加飾テクノリサーチ
加飾関係展示（第１部）概要ー２
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加飾テクノリサーチ
人とくるまのテクノロジー展２０２２
（名古屋、オンライン）加飾のみー１

大分類 小分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要

各種表皮材 加飾フィルム 大日本印刷 外装用加飾ラッピングフィルム 自動車のルーフへ貼付で、2トーンカラーデザインを簡易に実現

および成形 内装用加飾フィルム EBテクノロジーで、強靭な表層を形成し、耐傷、耐汚染を実現、加工性にも優れる

ホログラムフィルム 奥行き感のある立体画像や、空中浮遊画像などのホログラムが記録されたフィルム

次世代加飾パネル　（内装から移動） 加飾柄の影響を受けず鮮明に柄再現

レンズ調フィルム貼合成形 EV用フロントパネル等の外装および内装

帝人 アフターキュアPCフィルム他 透明で賦形性良好

龍田化学　 ＊ 高質加飾シート（ABS) 成形加工性に秀でた高質感加飾シート、光透過技術との融合も。OMD（TOM）用。

ニデック　　　＊ 成形可能なハードコート材 耐候性、耐摩耗性に優れ、撥水/撥油性を有し、透明

ナトコ　　　　＊ 自己治癒フィルム 耐擦傷性に優れ、IM-D、OMDに適した伸び率

三菱ケミカル TOM成形用加飾ユポシート（材料から移動） 粘着加工・剥離フィルム不要のTOM成形用加飾シート

その他 トヨタ紡織 　＊ 光ファイバー表皮 アクリルとフッ素樹脂からなるプラスチック製側面発光タイプ。

日本プラスト 高感触INJ表皮、PEF表皮加飾　他 表皮成形後縫製することで皮張り工数削減、PEF表皮VAC成形後縫製

単層触感加飾　NEO-NPSS バリアコートした型に、INJ基材をインサートして、PUをＲＩＭ成形する、単層ソフト触感加飾技術

三菱ケミカル 植物由来・高機能ウレタン BENEBiOL 東レのスエード調人工皮革、武蔵塗料のソフトフィール塗料などに使用。

装置等 浅野研究所  ＊ OMD成形装置、成形品例 OMD成形装置、光透過成形品例

イルミネーション＊ ホットスタンプ成形 先にカッティング工程があるので、成形後のトリミングが不要。



人とくるまのテクノロジー展２０２２
（名古屋、オンライン）加飾のみー２
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加飾テクノリサーチ

大分類 小分類 会社名 対象製品、樹脂、技術など 内容概要

原着材料によ 特殊樹脂 三菱ケミカル バイオPC 透明着色で鮮やかな色合い、奥行きのある色合いを示し、調色意匠性が高い

る無塗装、 長繊維GFRTP FUNCSTER 無塗装での実用化可能、または、表皮材加飾で高意匠性への展開。

塗装レス ユニチカ　 　＊ 添加剤充填PA、Uポリマー 無塗装で、メタリック、漆黒製品（MIC）

クラレ　 耐熱、耐候アクリル樹脂 SPグレード 原着樹脂を使用することで環境負荷の高い塗装工程を省略。

サビック 紫外線吸収材添加PC 車の内外装向けに無塗装化ピアノブラック調樹脂材料として5年以上の採用実績

帝人 PC/PET 大型外装部品。塗装の必要性の有無記載なし。

トヨタ車体 光輝材等最適化樹脂 樹脂基材の改良、光輝材等最適化等で、コムスのボディ外板塗装レス化

ナトコ　　　　＊ 塗料系特殊添加剤配合樹脂 特殊な板状粒子が成形体内で配向し、偏向意匠、透明性が高い漆黒塗料を成形で透明漆黒品

旭化成 ソフトなGFRPPで、自動車内装 塗装レスでも自動車内装部品としてソフトで、良外観

型内塗装 コベストロジャパン＊ 樹脂状にPUを一工程で成形 熱可塑性樹脂を射出後、無溶媒PUを型内に注入し、樹脂上にPU層 を1工程で形成。

成形技術に 森六 多層成形＋照明 多層成形と照明の融合による多彩なデザイン

よる加飾、他 ダイキョーニシカワ＊ バイオPC２色成形＋ＨＳ バイオPCフロントグリル、 2色成形、HS組み合わせ

デュポン ダイレクトプレーティング 密着層を用いた樹脂基材へのめっきプロセス（内容不明）

クリモト　　　＊ 加飾技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ 自社の各工法で製作した製品を加飾まで行いご提案



各種表皮材
加飾フィルム、ハードコート等
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外装加飾フィルム

環境に優しく、デザイン性に優れた外装加飾フィルム。自動車のルーフ
へ貼付けることで、2トーンカラーデザインを簡易に実現。
市場における、多様な意匠表現への要求や、煩わしい2トーンカラーの塗装工
程の工程削減、塗装工程で発生するCO2排出抑制への要求へ応えることを目
的とした、外装ルーフ加飾フィルム（ラッピングフィルム）。

大日本印刷ー１
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外装加飾フィルム

大日本印刷ー２
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内装加飾フィルム
DNP内装サーフェスデザインフィルムは「EB（“Electron Beam”）テクノロジー」
で、デザインフィルム上に強靭な表層を形成し、耐傷、耐汚染を実現したもので、
加工性にも優れている。

大日本印刷ー３
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DNPホログラム（自動車用アプリケーション）

奥行き感のある立体画像や、空中浮遊画像などのホログラムが記録されたフィル
ム。非接触インターフェースや意匠性の向上に使用できます。

車載インターフェース

空中浮遊表現

浮遊ボタン表現

自動車内装加飾 立体画像表現

大日本印刷ー４
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次世代加飾パネル
次世代加飾パネルの技術的ポイントは、加飾柄の影響を受けることなく鮮明に
かつ色再現良く光を透過すること。
次世代加飾パネルは混色、柄被りすることなく鮮明で色再現の良く光を透過す
ることができる。

大日本印刷ー５ 加飾テクノリサーチ



レンズ調フィルムの貼合成形

第２部で報告のEV用フロントグリルへの適用がメインであるが、Bピラー等の
外装パーツや、オーナメント、ドアトリム等の内装パーツにも利用可能。

大日本印刷ー６

EV用フロントグリル 14

加飾テクノリサーチ



加飾フィルム
帝人ー１

アフターキュア、プレキュアのハードコートPCフィルム。複雑形状、深絞り
可能（伸び率は不明）、成形前後で透明性確保。
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TOM成形用加飾ユポシート
（ユポコーポレーション）

従来加飾シートと異なり、粘着加工・
剥離フィルム不要。

三菱ケミカルー１ 加飾テクノリサーチ



各種表皮材
その他の表皮材、成形機など
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日本プラストー１
高触感INJ（射出成形）表皮

触感の定量化、表皮を成形後縫製で、皮貼り工数削減
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加飾テクノリサーチ



日本プラストー２
PEF表皮加飾

PEF表皮を真空成形（VAC)後、基材と一体縫製により、ステッチ品質向上
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日本プラストー３

早期フィジビリティで、板厚の異なる表皮（レザー、ファブリック、
ワェード）で基材共用を実現

表皮巻き加飾
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加飾テクノリサーチ



日本プラストー４
NEO-NPSS（単層ソフト加飾

基材射出成形⇒フレーム処理⇒バリアコート⇒基材とバリア間にPUをRIM成形
（別の表皮層なし）
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世界唯一の植物由来・高機能ウレタン原料BENEBiOL™

バイオ化度：最大92％間で実現し、一部に非可食植物由来原料を使用、カー
ボンニュートラルに貢献。耐薬品性、対汚染性があり、長く／きれいに製品
を使用することが可能です。
また、ソフトフィール感、サラサラな手触りにより、車内の快適性向上。
用途例としては、人工／合成皮革、塗料／コーティング、TPUの3点が挙げら
れる。採用事例として、東レ㈱のスエード調人工皮革「Ultrasuede®BX」、武
蔵塗料㈱のソフトフィール塗料がある。

三菱ケミカルー２
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原着材料による
無塗装、塗装レス
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加飾テクノリサーチ



DURABIO™(Durable + BioPolymer)

DURABIO™（デュラビオ™）は生分解性を有さず、耐久性に優れた新規バイオポ
リカで、多様な用途への展開が可能。
部品によっては塗装等の二次加工を省くことで、環境負荷低減効果が期待出来る。
透明性が高いため透明着色で鮮やかな色合いを示すことに加え、メタリック調
などの着色を施した場合も奥行きのある色合いを示し、調色意匠性が高い

三菱ケミカルー３
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DURABIOを用いたモールドインカラー（MIC）によるのコスト削減、VOC削減

DURABIO™ー２

三菱ケミカルー４
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FUNCSTER™GF複合材）

ファンクスターTMは長繊維ガラスの製造／配合技術を用いた軽量高剛性材料。
高強度に加えて「良流動」「高外観」が特徴で、無塗装での実用化が可能であ
り、環境負荷低減に貢献できる。高強度に加えてインパネ要件の耐熱剛性、長
期性能特性に対応しており、各種表皮材、加飾などと組み合わせで高意匠性へ
の展開も期待される。

三菱ケミカルー５
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CO2削減（塗装代替）・艶光沢のある外観（〈パラペット®〉SPグレード（耐熱
アクリル樹脂）

原着樹脂を使用することで環境負荷の高い塗装工程を省ける。
塗装工程を省くことでCO2排出量の削減が可能。また、塗装品に比べてトータ
ルコストを削減できます。

〈パラペット®〉SPグレードはアクリル由来の耐候性が良好な樹脂で、
ABS樹脂やASA樹脂に添加することで耐久性が向上する。

耐候性向上により物性や外観を長時間維持できる

クラレー１
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材着樹脂（無塗装化）

LNP™ SLXコポリマー樹脂は特に耐候性に優れ、紫外線による物性低下や変色を
抑えられるため、屋外用途での採用も多く、標準グレードのSLX2271Tは主に海
外では車の内外装向けに無塗装化ピアノブラック調樹脂材料として5年以上の
採用実績がある。

Sabicジャパンー１

紫外線吸収剤の
連続的消費

紫外線吸収剤の
連続的形成
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SABICではコポリマー(共重合)技術を駆使し、衝撃強度の低下を抑えた樹脂の開
発に成功しており、いずれもピアノブラック調(光沢の高い漆黒)の調色が可能

材着樹脂（無塗装化）ー２

Sabicジャパンー２
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帝人ー２
PC/PET系樹脂による大型外装、外板の樹脂化
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加飾テクノリサーチ



帝人ー３
PC/PET系樹脂による大型外装、外板の樹脂化ー２
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加飾テクノリサーチ

鋼板と同等以上の塗装外観
（塗装前提か）？



塗装工程廃止によるCO2排出量削減
トヨタ車体ー１

基材樹脂、添加
剤の適正化、成
形条件の適正化
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Thermylene® SoForm™

ガラスファイバーで強化されていながら、
ソフトな触り心地を持つポリプロピレン複
合材料。耐候性・耐傷付き特性を活かし、
塗装レスでも自動車内装部品として良外観
を実現します。

旭化成ー１
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タルク入りTPOと比べた場合、より
高い耐傷特性を持ち、傷による色変
化が少ない

射出成形による内装パーツでの活用
が可能。塗装等の後加工が不要とな
るため、工程削減によるコストダウ
ンが期待できる。

AZP™

Thermylene® SoForm™ー２
旭化成ー２
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型内塗装
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加飾テクノリサーチ



DCDC(型内塗装）
DCDS(Direct Coating Direct Skinning）は熱可塑性樹脂を射出成形したのちRIM
（ Reaction Injection Molding）機で無溶媒ウレタンを型内に注入し樹脂上にポ
リウレタン層を1工程で形成する技術。 DCDS技術は低VOCで簡素化されたプロ
セスなど従来のスプレー塗装とは異なる優れた特徴を有しウレタン特有の自己
修復機能も持ち合わせています。

コベストロは、各拠点（ドイツ、中国、
アメリカ）にDCDS装置を保有しており、
日本にも2019年、尼崎のR＆Dセンター
に導入

コベストロジャパンー１
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加飾テクノリサーチ参考：名古屋で
は展示なし
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２色型内塗装サンプル

樹脂：ＡＢＳ／ＰＣ、色交換約５分

樹脂：ＡＢＳ／ＰＣ
ピアノブラック

内装部品

製造システム
Ｋｒａｕｓｓ Ｍａｆｆｅｉの

インモールド塗装（ＩＭＰ）

金型キャビティ交換し
２液反応塗料を注入

プジョー「３００８」
フロントピラー

プラスチック塗装品 Color Form品

製
造

コ
ス

ト

IMFとの組合せ

自己修復

GSIクレオス（Krauss Maffei）＊ 加飾テクノリサーチ参考

＊：出展社一覧表にGSIクレオスがあったが、本件関係の展示があったか否か不明



成形技術による加飾

38

加飾テクノリサーチ



森六グループー１

凹凸の造形や加飾フィルム、さらには照明
技術との組み合わせ

多層成形と照明の融合による多彩なデザイン

39

加飾テクノリサーチ



ダイレクトプレーティング技術

デュポンー１ 加飾テクノリサーチ
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クリモトー１ 加飾テクノリサーチ名古屋追加

自社の各工法で製作した製品を加飾まで行いご提案。
製造から加飾までの煩わしい工程を自社完結することで、短納期、高品質
でご提供。

加飾技術



塗装代替（塗装レス）外板

42

加飾テクノリサーチ



塗装代替加飾のニーズと塗装代替自動車外板への展開

43

＊塗装等のウエット加飾

・優れた装飾性、保護 性能
・ＶＯＣ、ＣＯ２等の環問題
、作業性の問題

塗装・めっき代替加飾
１．特別な表面層を付与しない加飾（ＮＳＤ）

１）高品位原着材料による成形(ﾓｰﾙﾄﾞｲﾝｶﾗｰ)
２）金型表面高品位転写成形 （Ｈ＆Ｃ等）

２．ドライ法による表面層付与加飾
１）フィルム貼合・転写
２）インクジェット製膜
３）真空製膜

３．インモ－ルド塗装（ＩＭＰ）

・コスト的に優位
・機能を付与しやすい
・形状対応性に優れる
・意匠表現には限界

ニーズはあっても、
進捗は速くない

・設備償却が進み、競争力
・塗装技術、工程等の改善

トヨタエアレス塗装機：塗着効率
を従来型の60％～70％程度から、
95％以上に

・塗装品質の信頼性

・多様な意匠表現
・機能を付与しやすい
・コストはかかる

エンジンフード、ド
ア
パネル、フェンダー
等：PC/PBT材着

Smartforfour2004

ダイハツキャスト2015

ルーフ：フィルム貼
合

プジョー「３０
０８」フロントピラー：

IMP

・コスト的に優位性あり
・部品サイズで限界
・意匠表現には限界

参考 加飾テクノリサーチ



塗装代替自動車外装部品の成形工法の比較
加飾テクノリサーチ

プラスチック塗装品Color Form品

製
造

コ
ス

ト

分類 方法 必要な主要材料 必要な主要設備 律速工程 意匠 形状

の成形 表現性 対応性 塗装ﾚｽ エコ材料 全設備償 既存設備

サイクル ＊２ ＊３ 軽量化等 却含む＊４ 利用＊５

塗装代替 1-1 ＮＳＤ（射出成形） エコプラスチック＊１ 射出機 〇 △～〇 ◎ ○ 〇＊１ ◎

（塗装レス） 1-2 ＮＳＤ（熱成形） 通常樹脂 シート押出、熱成形機、 〇 △ △～〇 ○ △ 〇

2-1 ＰｰＩＭＦ（予備賦形ＩＭＦ） 通常樹脂、加飾フィルム 射出機、高圧成形機、フィルム装置 △～〇 ○～△ ○ ○ △ △～〇

2-2 ＩＭF（型内賦形） 通常樹脂、加飾フィルム 射出機、フィルム装置 〇～△ ○～△ △～〇 ○ △ 〇～△

2-3 ＯＭＤ（オーバーレイ成形） 通常樹脂、加飾フィルム 射出機、フィルム装置、TOM △ ○ ○ ○ △ △～〇

2-4 OMD（neoTOM） 金属or樹脂成形品、加飾フィルム 金属or樹脂成形品、フィルム装置、TOM、 △ ○ 〇～◎＊６ ○ △ △～〇

2-5ﾌｨﾙﾑﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ（予備賦形有） 通常樹脂、ラッピングフィルム 射出機、フィルム装置 △～× ○ △～〇 ○ △ 〇～△

2-6 ﾌｨﾙﾑﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ（予備賦形無） 通常樹脂、ラッピングフィルム 射出機、フィルム装置 △～× ○ △ ○ △ 〇

3 インモールド塗装 通常樹脂、熱硬化塗料 特殊射出機一式 〇 △～〇 〇～△ ○ △ 〇

（比較） 4 プラスチックに塗装 特殊樹脂、塗料 射出機、塗装装置一式 〇？ △ 〇～△ × △ △

5 金属に塗装 金属シート、塗料 高圧プレス、塗装装置一式 〇？ △ △ ×～△ ×～△ △ ○

　注１）　（良）◎＞○＞△＞×（悪）

　注２）＊１：植物由来材料を使用。必須ではないが、VOC、CO2削減効果期待。
　注３）＊２：高意匠性以外にマルチカラー、テクスチュア表面などを含む総合評価。
　注４）＊３：シャープ形状、深い形状、アンダーカット、リブ・ボス、大寸法対応などを含む総合評価。
　注５）＊４、５：コスト試算、実スタディは未。設備、材料、設備から推定。＊５は償却済の利用可能既存設備

　　　　　　（塗装等）使用での推定。

　注６）＊６：中空基材（二重壁等）、板金基材などが使用可能

VOC、CO２削減 製品コスト推定

参考



2021年 2030年 2021年 2030年 2021年 2030年 2021年 2030年 2021年 2030年

100 80 110 90 200 150 150 110 40 35

単色

金属調

多色柄

ﾃｸｽﾁｬ

光透過

※：フィルム組合せで可能

○

△

×（※）

○

×（※）

△

△

×

○

×

△

○

×

×

×

○

○

○

○

○

コスト指数

意
匠
表
現

○

○～△

×

×

×

型内塗装 射出成形

2

1

0

塗装 めっき（湿式） フィルム（TOM）工法

C
0

2
排

出
量

（ｋ
ｇ
）

/ 
個

2.41

1.30

1.45

0.82

0.41
0.36 0.33 0.29

0.25 0.22

加飾工法別CO2排出量と補足情報

45

D plus F Lab様資料から引用

塗装代替自動車外装部品の成形工法の比較参考 加飾テクノリサーチ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45

